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京 阪 神 に お け る 道 路 整 備 の 展 望

圭　 寿 瀞

　ま ず もっ て 大阪市に おい て 第 1回の 土質工 学研究発表

会 を 開催 され た こ とに 対 し，こ こ に 敬意を表す る と と も

に ， 心 か ら歓迎 の 意 を表す る。

　歓迎 の 言葉に か えて ， オ リ ン ピ ッ ク前 の 東 京 と同様

に ，日本万 国博覧会を控え た京阪神地区 の 道路整備 の 展

望 に つ い て お話 しする 。

　ご存知 の とお り，建設省 にお い て は 新道路整備長期計

画 ， 第 5 次道 路整備 5 力年計画 （案）を策定し，明年度

か ら発足す る こ とに な っ て い る が，こ の 新道路整備長期

計画は昭和 60 年目標で あ り，つ ぎの 項 目を達成す る も

の と して い る 。

　まず，第 1 項に は 昭和 60 年 の 経済水準 な ど か ら推定

され る 道路交通需要を充足 し ， 交通混雑を解消す る こ と

を明 らか に し，第 2 項 で は昭和 60 年度ま で に 企図す る

各 地 域 の 開 発 に 必 要 な道路 の 整 備 を行 な うこ と を 明 らか

に し て い る。1，2 項が幹線的道路の 整備で あ る の に対

し，第 3 項 で は 日常 生 活 の た め の 道路 の うち重要 な もの

の 整備 を は か る もの と して ，日常生 活 ，個 々 の 道路整備

も忘れ て い ない そ とい うこ とを明示 して い る 。 最後に道

路交通 を 安全 円滑 に 処理す る た め に必 要 な維持管理，交

通安全対策な どを行な うこ とを明 らか に し て い る 。

　こ の 長期計画 に お け る基本フ レ
ー

ム で あ る が ， 昭和

60 年 の 経済規模 と して 総人 口 11，646 万人 ， 国民総生産

約 100 兆円 ，
1 人 あた り国民所得約 720 千 円 （昭和 35

年価格）に な る もの とし，わ が国の 自動車保有台数は，

昭和 40年度 （6，478 千台）の 約 5倍 に あ た る 35，000 千

台に な る もの と推計し て い る 。 ま た ， 年間走行台 キ ロ は

昭和 40 年度 （98，461 百万台キ ロ ）の 約 5倍 に あ た る

503
，
600 百万台 キ ロ とな る として い る 。

　 こ れ に もとづ き ， お お む ね 20 年後 に予想 され る社会

経済水準 に ふ さわ し い 近代的道路網体系 を確立 す る こ と

を目標 に ， 総額 7 兆 3，000億円の 第 5次道路整備 5 力年

計画 の 原案が で きて い る。こ れ ら第 5 次道路整備 5 力年

計画 の 重 点項 目の 中 に は 幹線 自動車道路網，一
般国道 ・

都市道路 ・地方道の 整備の 促進 ， 流通施設関係事業 の 推

進 ， 交通安全対策お よ び 道路管理 の 強化 の ほ か ， 京阪神

地区特有 の もの と し て ，本州 四 国連絡架橋の 着工 ， 万国

博覧会関連事業 の 推進が か か げ られ て い る 。

　っ ぎに
， 京阪神 に おけ る幹線道路網整備計画 に つ い て

の べ た い 。

　 こ れ ら幹線道路網計画 の 策定に あ た っ て は ， 第 1 に 京

阪神周辺 地域 に お け る将来の 開発 目標 を地域別 に 明 らか

に し，そ れ ぞ れ の 地域 の 土地利用計画 と密接に関係づ け

ら れ た道路網整備計画を策定す る こ とと し，将来の 幹線

道路網 の 体系 は ， 交通内容を考 えて，混雑解消を主目的

と す る もの ，あ るい は 地 域開発 を主 目的 とす る もの な ど

に分類し，道路 の 質的な役割 を明確 に し て，合理的な道

路網体系 を確 立 す る こ と を試 み た。な お ，計画路線相互

間 に は ，経済効果 な ど を 考慮 して ， それ ぞ れ 年次別 に ど

うい う整備をすす め る べ きか を明らか に し た e

　京阪神地 域 に お け る 経済 と土地利用の 将来展望 と し て

は ，表
一1 に 示 す よ うな 基本 フ レ ー

ム を 考 え た の で あ

る。

　 こ れ ら の 整備計画 は昭 和 55 年を目標に した大都市周

辺 道路網整備計画調査 に よ っ て 行 な っ た もの で あ る が と

b ま とめ た 時点 で 建設省 の 目標年度 が 昭和 60 年時点 に

変わ った経緯があ り，こ れ に も とづ き 60 年 の 基本 フ レ

ー
ム に斉合修正 した もの に つ い て お 話 申 し上げる。
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一1 京 阪神周辺 地域 区分 図

　直接京阪神 地 区 と し て と りあ げ た 地域 は 図
一1 の 地域

で あ る 。 われわれは作業 をすす め る に あた り近畿圏 の 基

本整備計画 に の っ と っ て 行 な う必 要がある の で ，こ れ に

斉合 させ て い る 。 近畿圏 は 西 口本経済圏 の 中枢 と して 発

展 し て きた が ， 過密の 弊害 と地域間格差 を生 じて きて い

る 。
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と して ，昭和 55 年 ま で の 計画 を 明 らか に
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整 備計画 が 必 要 で あ り，図
一1 の よ うに大
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図
一2 京阪神周辺 にお け る幹線道路 網の 長期 構想 （昭和 60 年）
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表一2　自動車 保有台数の 推計値 ．
仟 台）

年 度 1 地 方 1乗用車 iバ ス …貨 物車 i 計

昭不：4∩年度

昭 和60年度

全

近

国

畿

全 国

近　畿

内　 陸

臨　海

計

2，024
　 381

25，550

101　　 4，333
14　　 　 791

420　　　　9，030

1，117，　　 16

4，0845

，2014460

3481

，3641

，712

6，4581
，186

〔18，4％）

35，0001

，481
（4．2％）

5，492
〔15．8％）

6，973
〔20．0％）

　注 1）　 近畿 と ！t，内陸 （滋賀，京都，奈良），臨海 （大阪，兵庫 b 和 歌

　 　 　 　 山） の 2府 4 県。
　注 2）　 （ 〉内書は 全国 値に 対す ろ比 率。

　建設 省道路局 に よ る 推計値は 表
一2 の と お りで あ る。

　 こ れ ら の 作業に よ り策定 され た 昭和 60 年 に おけ る 京

阪神周辺地域 の 都市間幹線道路網は図
一2 に 示す とお り

で あ り，主要な新規計画路線を総括すれ ば表
一3 の とお

りで あ る 。

　 各個 の 路線 の 説 明は ， 地域的な図面 で 説明 し た 方が よ

さそ うで あ る が，表
一3 に よ り簡単な説 明を加えた い 。

　 ご承知の とお り国土開発幹線自動車道と して の ，中国

縦 貫 自動車道，近畿 自動車道名古 屋 大阪線 （名阪 国道 お

よ び大阪天理 道路）， 近畿 自動車道舞鶴線 ， 近畿 自動車

道 和歌 山 線，な らび に 背 山 道路，第二 山 陽道 を幹線 自動

車道と し て 配置 し，さらに 滋賀県彦根市 か ら大阪中央環

表
一3　新規言1．画 路線総括表

路 　線　名 区 間 （付近） 規幽 繖 1瀞
阪 　滋 　道　路 京 都府 綴喜郡 田辺町〜滋賀県栗東 町　 専

　 　 〃　　　 滋 賀県栗 東町 〜滋賀県彦根市　　　　
．
平

洛 神 道 路 京 都府 向 日町 〜兵庫県西宮市東久保 専

第 二 京 阪 道路 大 阪府 守 口市
〜

京都 府綴喜郡 田辺 町 　 専

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平

　 　 〃　　　 京 都府 綴喜 郡田辺町〜京都市伏見区　　平

京 都 環 状 線 京 都市 右京 区 〜京都市 伏見 区 　　　　　平

京 和 国 道 京 都市 伏見区〜和歌山県和歌山市 　 平

寝 屋 川 道 路 大 阪府 守 ロ市〜大 阪 府枚方市 　　　　 平

天 理 国 道 奈艮 県天理 市〜奈良 ・三 重県界 　 専

第 二 阪 和 国道 大阪府堺市 ガ和歌山県海南市　　　　 平

近 畿 自 動 車道
　 　　 　　 　大阪府松原市〜和歌山県海南市　　　 専
　 （和歌山線）

中 国 自 動 車道 大 阪府 吹田 市
〜

山 ロ 県下関市　 　　 　
’
専

第 二 山 陽 道路 神戸市 兵庫 区〜兵庫県揖保郡 太子町　 専

背 山 道 路 兵庫 県西宮市
〜

兵庫県明石市 　 　 専

　 〃　 （そ o） 2）神戸市 兵庫 区 〜神戸市電水区 　　 　　 専

海 南 湯 浅 道 路 和 歌山 県 海南 市
〜和 歌山 県 吉 備町 　　 平

播 磨 国 道 兵庫 県高砂 市〜兵寧 ・岡山県界 専

大 津 パ イ パ ス 滋 賀県草津市
〜

京都府久 世郡 久 御 山町 平

加古 川バ イパ ス 兵庫 県加古川市〜兵庫県高砂市　 　　 専

大 和 高 田 道路奈 良県橿原市
〜大阪府柏原市 　 　 　 平
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．O

近 畿 自動 車道
　 （舞鶴 線）

罐 鑞 ・・府吹 一 古・ 市

　 　 　 　 　 　 大 阪府 吹 田市〜京都府舞鶴 市

専

専

4〜64200 、0110

．0

神　 明　道 　路 神戸市 垂水区 専 44 ．9
明 石 パ イ バ ス 神戸 市 輩 水区〜兵軍県加 古川市 専 414 ，3
西大 津 バ イパ ス 京 都市 東山区〜滋賀県大津 市 平 211 ．5

計　 　23 路 線
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状線 に い た る阪滋道路 （京都府 出辺 町付近 か ら大阪中央

環状線ま で の 区間は京都環状線を起点 とす る第二 京阪道

路 と合致 す る），お よ び 洛神道路 を設 定 し て い る。さ ら

に こ れ ら を補完する幹線国道 と し て，京和国道，第二 阪

和国道 ， な らび に新 2 号国道と し て の 神 明道路，明石 バ

イ パ ス ．加古川 バ イ パ ス ， 播磨国道 を配置 し，一
般国道

の バ イパ ス とし て 京都 第二 環状線 ， 寝屋川国道 ， 大津 バ

イ パ ス ，な らび に大和高田国道 などを計画 し て い る。

　以下地域的 な 幹線道路網計画 に つ い て の べ る
。

　まず大阪府 で は ， 図
一3， お よ び 表

一4 に 示 すよ うな

十大放射 三 環状線 の 整 備を精力的 に 進 め て い る が，中で

も，中央環状線は 万博会場の ま ん 中1をつ らぬ く大幹線

で ， 幅員 20〜120m と い う広 V ・もの で ，中央部に高速

高架道路 をだ くとい うもの で あ る 。 名神高速道路 と 中央

環状線の 交点 （吹田イ ン タ
ー

チ ェ ン ジ） が中国自動車道

の 起点 で あ り， ま た近畿 自動車道 名古 屋 大 阪線の 終 点 と

な っ て V・る 。 ま た 名古屋大阪線と 中央環状線と の 交点か

ら南 へ 近畿 自動車道和歌 山線が の び て い る 。

　ち なみ に，大阪と東京の 幹線道路網 と を比較す る と図

一4 の よ うに な っ て い る 。

　東京で は 15km 圏内 に お さま っ て い るが，大 阪で の

15km 圏内は，大阪 中央環状線および そ の 周辺地域 で あ

る。大阪府下は北 は北摂 の 山脈 ， 東 は 生駒山脈 ， 南 は 紀

伊山 脈 に か こ ま れ て ，カ ス ガ イ型 の 平 野 を形 成 し て い

図
一3 大阪府下 に お け る幹線道路網計画
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表
一一4 大阪府お け る十 大放 射三 環状線
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図一4 大 阪 と東京の 幹線道路網図

　　　　 図一6 京都市 にお け る幹線道路 網計画

る。西 の 方は地形的 に 開けて お り，川に境された地形 で

あ る 。 した が っ て ，山 の 少 な い 東京 に 対 し大阪は み ずか

ら地形的 な制約 を うけ る形に な っ て い る 。

　大阪 は 土地利用 の 傾向と して ，南 の 開発がお くれ て い

る性格を もって い る。

　つ ぎに兵庫県下 の 幹線道路網 は 図
一5 の と お り で あ

る 。 阪神工業地帯 は背後 に 六 甲 山脈 を 持 つ 細長い 平地

で
， こ こ に 人 口 が集中 し ， 幹線道路 も ま た こ こ に密集す

る形 に な っ て い る 。 今後 の 幹線 自動車道 と して は ， 中国

自動車道 ， 山陽 自動車道，な らび に 近畿自動車道舞鶴線

土 と基礎，15− 4
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が決定して い る。

　山 陽 自動車道 は ま だ 路線位置 が 明 らか で ない が，神戸

三 田 線 と背山道路 の 交点 で あ る三 田市付近 か ら西 へ 伸び

る こ とに なろ う。こ れ ら は 目下調 査中で あ る。神戸 市 に

つ い て は 山 手 ， 中央 ，浜手 の 三 大 幹線 の ほ か，南北 を結

ぶ い くつ か の 路線 が 必要 で あ る s

　ま た，京都市 に お い て も近 年 自動車 交 通 量 の 増大 は い

ち じ る しい もの が あ る が，阪神諸都市と比較 した場合の

特徴 と し て つ ぎの 2 点 を あ げ る こ と がで き る。す な わ ち

第 1 に 阪神地 城 と滋 賀，中京地域 と を結 ぶ 大量 の 通過交

通が現在の 市街地域 を通過 し て い る こ と， 第 2 は観光 目

的 の 自動車交通 の 激増 で あ る。

　 こ の た め京都市 を通過す る 交通 に対処す る も の と し

て ， 図
一6 に示す よ うに1汳滋道路 お よ び大津バ イパ ス の

計画があ り， 都市間交通 の 市街地内への 誘導の た め に第

1 お よ び 第 2 環 状線 を整備す る 。

図
一．−7 阪 神高速道路網 計画

　さ らに 都市内交通 に対 処 す る もの と して ， 南北方向 で

は 堀川通，油小路通 を 中央軸 と し，東西 方向で は 五 条通

を軸 に 整備 をすす め る 。

　なお，こ の 中央 軸 は京奈国道 に つ な が る もの で あ り ，

将来，京都南部 の 開発 の 軸 とす べ き構想 がすす め られ て

い る 。 ま た中央軸 と第二 外環状線 との 交点 に京都 の 流通

セ ン ターが考え ら れ て い る。他方，夏期 に 交通混雑する

April． 1967

特 別 講 演

大津市周辺 に は 西大津バ イパ ス が 必要 で あ り， 近 々 着工

の 運 び と な っ て い る。

　最後 に 阪神高速道路 に つ い て で ある が，現在事業決定

して V ・る路線は総延長 64km ，建設費 1，589億 円 に お

よ ん で い る。しか し，今後 さ らに 増大す る 自動車交通 を

処理す る に は ， こ れ ら決定路線 の 建設 の み で は 不十 分 で

あ る。す で に，大阪中央環状線 をは じ め そ の 外周 に お け

る 中国自動車道 ， 名阪国道 な どの 都市間幹線道路の 建設

計画が具体化し，環状線内部 に お い て も大阪国際空港 の

拡張，新大阪駅周辺 の 副都心 計画，な らび東大阪流通 セ

ン タ
ー
計画 などの 都心再開発事業が着工 され て お り ，

こ

れ ら諸計画 の 有効 か つ 有機的 な遂行 の た め に も， 都市高

速道路 の 飛躍的 な建設 が 必 要 とな る の で，阪 神高速道路

公団に お い て は ， 図
一7 の ような将来計画を考 えて い る

の で あ る 。

　京阪神周 辺 に お け る幹線道路網の 大きな フ ァ ク ターと

して も， 近 い 将来 の 日本 の 大 き な プ ロ ジ ェ ク トと して

も， 本州 四 国連絡架橋 に つ v・て ふ れ な い わ けに は ゆか な

い 。

　本州 四 国連絡架橋調査は ， 下記の 5 ル
ー

トに つ い て実

施 し て い る もの で ある 。

A ル
ー

ト

B ル ート

C ル
ート

D ル ート

E ル ート

神戸 （明石 ）〜鳴門

野

比

島

道

宇

日

児

尾

〜

〜

〜

〜

松

松

出

治

古

同

亠
咼

坂

A
コ

　昭和 38 年度，本州 四 国連絡道路調査事務所が神戸市

に設置 され て 以 降 は，現 地 調 査 を近畿地方建設局が ，耐

風，耐震，材料，構造な ど の 試験調査を建設省土木研究

所 が 担当実施 して い る わ け で あ る 、

　A ル
ートは 神戸 ・明石 ， 鳴門両海峡に架橋する もの で

あ り，B，　C お よ び D の 各 ル
ート は 岡山県 と香川県 を結

ぶ もの で あ る が ， 両県 の 人達 の 間 で D ル ートが最も よ か

ろ うとい うこ とで 意見 が か た ま っ て い る よ うで あ り，し

た が っ て ル
ー

ト と し て は A ，D お よ び E ル
ートに し ぼ

られ よう。
E ル

ー
トにつ い て は尾道大橋 の 関係 もあ り，

競争 の 性格 が若干 相違 し，目下 A お よ びD の 両ル
ー

トが

しの ぎをけ ず っ て い る 。

　こ れ ら各ル
ートの 調 査 費 用 は ，昭和 41 年度ま で で

22 億 3 ，600 万 円の 巨額 に の ぼ っ て お り， こ の うち 調査

事務所 で 使用 し た もの が 12億 4，900 万 円で あ る 。

　調査ル
ートの 道路ならび に橋延長 は表

一5 の とお りで

あ る。

　現在，概略 の 調査を終え た わ けで ある が，上部工 ，下

部工 の い ずれ に も大きな問題が多い が，と くに下 部工 の

方 が 問題 の 程度，不安 さ が 大 き い よ うで あ り，工 事費用

も下部工 の 方 が大 きい よ うだ 。 工 事費用を減らす とい う

意味で も，現在多径間 ツ リ橋 の 方 が 下部工 の 施工 上 の 問
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表
一5　調査ル ートの 道路 な らび に 橋延長　　（単位 km ）

A ・
一

・「B ル ー
・C ・ 一

・ID・ 一
・IEル ー・

海 　 上　 部 　 延 　 長

陸上部 （含む島岐 ）延長

768101449144　

1

73613510311161073137

　　　　・ 　 1・麗 58　i1釧 、墾 ・E9
注） 道路延長 に は 島上 部 お よ び取 付「ナ道 路を 含む。

　 　 上段 は 新 山陽道〜四 国 自動 車道 路間，下 段 は 中国縦 貫自動車道〜
　 　 四 国縦 貫 自動 車道間 の 距 離を 示す 。

題 もあ っ て 有利 で あ ろ うとい う意見があ り， 検討中で あ

る 。

　調査結果につ い て は本年は じめ に発表する予定で あ っ

た が ， 鉄道 との 併用橋 に す るか どうか の 問題 もあ り， ま

た建設省 ， 国鉄そ れぞ れ の 調査 で 下部工 の 見解に くい ち

が い が あ り，こ れ で は道路 ・鉄道併用橋と し た場合に つ

い て の 統
一

見解 が 得 られ な い の で ， 相談 を や りな お し の

上 ，設計修正 を行 な っ て い る。

　来年度 ， も しル
ー トが 決定す れ ば，道路 公 団 に わ た し

て 調査事業が進め られ る予定で あ る が ， 来年度予算と し

て 建設省 が 4億 5 千万円，道路公団が 5億 5千万円の 調

査費を要求 して V ・ る。

　政治家は長期的に は 全路線と も必 要 とし て い るが ， 最

初 に 着工 す る橋が い ずれ の 路線に きまる か ，さき行きは

わ か らない
。

　最後 に 日本万国博覧会関連事業 に つ い て の べ た い 。 ご

承知 の とお り 1970 年 （昭 和 45 年），大 阪 府下 の 千 里

丘 陵 で 日本万国博が 開催 され る。

　 関連公共事業 の 促進 の チ ャ ン ス を万 国博開催に も とめ

て い る とい っ て も過言 で は な い
。 輸送問 題 が 重 要で あ

り，な か で も道路整備事業 がそ の 大半を占 め て い る 。 関

連事業の 予算要求 に お い て も道路 事 業 が そ の 8 割 で あ

る 。

　 日本万 国博覧会会揚計画委員会 に よれば，万 国博の 全

会期中の 総入場者数は 3，000万人 ， 休 H平均 1 日の 入場

者数は 42 ．1 万 人 と推計 され，利用交通機関別 の 入 揚者

数は ， 地下鉄の 会場乗入れ の 成否がわ か らぬ が ， こ れ が

会場 中央 の メ イ ン ゲートまで 乗入 れ るもの と して ，

　　鉄 道 260，000 人

　　乗用車 　77，000 人

　 　 バ ス 　 84，000 人

　　　計 　 421
，
000 人

と推定 され て い る。し た が っ て，万国博開催 に よ る誘発

交通量 は 休 目平均 で 片道約 26，000 台と な り， 問題は ピ

ー
ク時に こ の 約 1f3 が 会場へ 集中する こ とで あ る 。 これ

に休 日の 一般 自動車交 通 量が加 算 され る わ け で あ り，昭

和 45 年時点 の 道路交通需要 に 対応する道路整備が要求

され る わ けで あ る。

　建設省の 万国博覧会 関連公共事業 （案）は ， 道路，河

川 （汚濁対策，高潮対策事業を含む ），砂防，海岸，下 水

道 ， な ら び に公 園緑 地 の 各事業 か らな っ て お り，会場 と

大阪 ， 京都 ， 神戸，奈良など主要 な宿泊地 の あ る府県 を

施行範囲 に して い る。そ して昭和 42 年度 か ら 44 年度

ま で の 3 力年間の 国および政府関係機関 の 総事業費を約

4 ，220 億円 と見込ん で い る 。 そ の 内訳 は ， 道路約 3 ，
420

億 円，河川 約 590 億 円，下 水道約 192 億 円 ，公園整備約

25 億円で あ る 。 しか しな が ら各省 と の 折衝 ， 与党 との

折衝 で 若干増 えつ っ あ る よ うに 聞 い て い る。

　 こ れ ら関連事業が公共施設 の 整備 を 促 進 す る と と も

に，関西経済界を刺激す る こ と に よ っ て，当経済界が飛

躍的 に発展す る もの と期待 され て い る 。 し た が っ て 建設

業界も関西 の 支店強化をすす め て お られ る よ うで あ り，

こ れ ら事業を本格的 に推進 しは じめ た 暁 に は，再び関西

地 域を訪れ て い た だ い て ， こ れ ら事業を ご覧い た だ き，

い ろ い ろ ご意見 を伺い た い と存ずる次第で あ る。

（1966・1122 ・第 1 回土質工学研究発表会特別講演か ら）

※ ※ ※
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